
 

 

１．科目名（単位

数） 
生活科指導法 （2単位） 

３．科目番号 

SJMP3293 

SJMP3393 

EDEL3318 ２．授業担当教員 沼澤 清一 

４．授業形態 
プレゼンテーション、ディスカッション、グループ学習、ロー
ルプレイ、模擬授業（実習）講義 

５．開講学期 秋期 

６．履修条件・ 

他科目との関係 
 

７．講義概要 

生活科の特質は、直接体験を重視した学習活動を展開し、意欲的に学習や生活ができるようにすることにあ

る。本科目では、生活科の趣旨や目標・内容を理解した上で、２年間にわたる指導計画や学習指導案の作成

を行ったり、模擬従業を行ったりするなどの具体的な実践を伴いながら生活科の指導方法について学習する。

その中で、子どもが知的好奇心・探求心をもって主体的に学ぶ学習が成立するための方策について具体的に

追求する。 

８．学習目標 

1. 生活科の目標、内容、全体構造及び指導上の留意点について理解する。 

2. 生活科の特質、子どもの実態を視野に入れた学習指導案及び教材を作成できるようになる。 

3. 模擬授業の実施を通して、授業の批判的検討及び授業改善ができるようになる。 

4. 適切な学習評価について理解し、実践できるようになる。 

９．アサイメント 

（宿題）及びレポ

ート課題 

【課題】 

課題1 : 子どもを引きつける生活科の教材開発 

課題2 : 学習指導案の作成 

【レポート課題】 

  「生活科の授業展望」 1000字程度 

【振り返りシート】 

   講義の終了後、講義によって何が解決され、何が解決されなかったのか、また、自分自身はどのよう

な考えを持ったのかなどについてまとめ、講義終了の３日後までに提出する。 

10．教科書・参考

書・教材 

【教科書】 

小学校学習指導要領解説 生活編（平成 29年 3月告示 文部科学省） 
【参考書】 
小学校学習指導要領（平成 29年 3月告示 文部科学省） 

11．成績評価の規準

と評定の方法 

○成績評価の規準 

１．生活科の目標や内容、特徴を踏まえて指導計画をつくることができる。 

２．指導計画をもとに適切な授業を行うことができる。 

○評定の方法 

[授業への積極的参加度、日常の受講態度、レポート等を総合して評価する。 

１ 授業への積極性（発言・模擬授業の実施等）     総合点の２０％ 

２ 日常の学習状況（出席・提出物）          総合点の３０％ 

３ 課題レポート（中間・期末）            総合点の５０％ 

12．受講生への 

メッセージ 

教師は、子ども以上に「はてな？」をもって身の回りの環境に目を向け、子どもに負けない知的好奇心・探

究心をもって教材開発を楽しむことが大切です。気づきを基に学ぶことの楽しさを児童と共有できるような

教師を目指して頑張りましょう！ 

13．オフィスアワー 初回授業時に伝える。 

14．授業展開及び授業内容 

講義日程 授業内容 学習課題 

第１回 

「授業の概要と目標の理解」 
・本授業の目標と内容について理解し、学びの見通
しを持つ。 
「現代の子どもと子どもを取り巻く環境について
の考察と理解」 
・子どもの実態に目を向け、授業設計に活かせるよ
うにする。 

事前学習 
・本授業において自身が学びたいことや身につ
けたいことなど、自身の目標を立ててくる。 

事後学習 
・自身の目標の修正を行うとともに、実際の子ど
もの観察を行い、子ども理解を深める。 

第２回 

「学習指導要領の内容と生活科学習の特徴の理解」 

・生活科の目標・内容・特質・意義・役割等につ

いて、学習指導要領を基に理解する。 

事前学習 
・学習指導要領の生活科に関わる箇所を読み、自分な
りに生活科について特徴をおさえる。 

事後学習 
・生活科の特徴について、事前学習で自分なりに
おさえた特徴に追記、修正を行う。 

第３回 

「生活科の実践事例(1)」 

・朝の会・帰りの会との連携を図り、学びの場を構

築する指導方法のあり方について理解を図る。 

事前学習 
・朝の会・帰りの会の内容をふり返り、その意義
についてまとめておく。 

事後学習 ・指導目的と方法についてまとめておく。 

第４回 

「生活科の実践事例(2)」 
・授業後の調べ学習の記録である日記指導の指導方
法、そのための授業構成のあり方について理解を深
める。 

事前学習 
・「日記」のあり方について自分の経験をふり返
り、まとめておく。 

事後学習 
・授業と授業の間を生かした日記指導を取り入
れることによる授業構成についてまとめておく。 

第５回 

「生活科の実践事例(3)」 
・学級通信をもとに授業実践を読み取る。授業構成
と追究課題の提示の仕方など、生活科の授業を支え
る指導のあり方について理解を深める。 

事前学習 
・内容「季節の変化と生活」について、学習指導
要領解説の記述を読み、理解しておく。 

事後学習 
・学習指導要領解説内の内容「季節の変化と生
活」と実践事例を見比べ、具体を伴って内容を理
解できるようにする。 

第６回 
「模擬授業の実施と批判的検討（内容：地域と生活）
及び学習指導案の改善」 

事前学習 
・学習指導案と教材を見直し、模擬授業ができる
準備をする。 

事後学習 
・模擬授業や振り返りを受けて、特に授業設計に
焦点をあてて学習指導案や教材の修正、改善を行
う。 



 

 

第７回 
「模擬授業の実施と批判的検討（内容：地域と生活）
及び学習指導案の改善」 

事前学習 
・学習指導案と教材を見直し、模擬授業ができる
準備をする。 

事後学習 
・模擬授業や振り返りを受けて、特に授業設計に
焦点をあてて学習指導案や教材の修正、改善を行
う。 

第８回 
「模擬授業の実施と批判的検討（内容：地域と生活）
及び学習指導案の改善」 

事前学習 
・学習指導案と教材を見直し、模擬授業ができる
準備をする。 

事後学習 
・模擬授業や振り返りを受けて、特に授業設計に
焦点をあてて学習指導案や教材の修正、改善を行
う。 

第９回 
「模擬授業の実施と批判的検討（内容：地域と生活）
及び学習指導案の改善」 

事前学習 
・学習指導案と教材を見直し、模擬授業ができる
準備をする。 

事後学習 
・模擬授業や振り返りを受けて、特に授業設計に
焦点をあてて学習指導案や教材の修正、改善を行
う。 

第１０回 
「模擬授業の実施と批判的検討（内容：地域と生活）
及び学習指導案の改善」 

事前学習 
・学習指導案と教材を見直し、模擬授業ができる
準備をする。 

事後学習 
・模擬授業や振り返りを受けて、特に授業設計に
焦点をあてて学習指導案や教材の修正、改善を行
う。 

第１１回 
「模擬授業の実施と批判的検討（内容：地域と生活）
及び学習指導案の改善」 

事前学習 
・学習指導案と教材を見直し、模擬授業ができる
準備をする。 

事後学習 
・模擬授業や振り返りを受けて、特に指導方法に
焦点をあてて学習指導案や教材の修正、改善を行
う。 

第１２回 

「生活科の授業の実際（指導の留意点と評価）」 
・模擬授業や振り返りを受けて、特に授業設計に焦
点をあてて学習指導案や教材の修正、改善を行い、
生活科の授業のあり方について理解を深める。 

事前学習 
・自身の模擬授業、学習指導案及び教材を見直
し、良かった点、改善点をまとめておく。 

事後学習 
・実際の授業実践と自身の模擬授業、学習指導案
及び教材を比較し、修正改善を行う。 

第１３回 

「効果的な教材の作成と活用」 
・生活科の特質に合わせて、授業設計に効果的に活
用できる教材（情報機器の効果的な活用を含む）を
作成する。 

事前学習 
・生活科の効果的な教材について実践事例を調
べてくる。 

事後学習 
・作成した教材の見直し、修正、改善を行い、教
材を完成させる。 

第１４回 

「学びの共有」 

・第 12回でまとめた内容をグループで共有し、交流

を通して全体に伝える。 

事前学習 ・第 12回での学びを伝える準備をする。 

事後学習 ・共有後の更なる学びについてまとめておく。 

第１５回 

「生活科授業のあり方、授業のまとめ」 
・生活科という教科の特徴について振り返るととも
に、その特質を活かした授業を設計する際のポイン
ト、留意点について確認を行う。 

事前学習 
・今までの学習を振り返り、生活科の特徴やポイ
ントについて発表ができるようにしておく。 

事後学習 
・生活科の特徴やポイントについて、理解しやす
いように簡潔にまとめる。 

 


